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【目的】オオクワガタ (Dorcushopeibinodulosus)の生育環境に青カビが繁殖する
と､幼虫の成長が阻害される｡オオクワガタの成虫は､排継物を生育環境に散布

することで青カビを消滅させ､幼虫の成長を有利にさせる｡演者らはオオクワガ

タ腸内に抗カビ物質を産生する細菌が存在すると仮説を立て､共生細菌を介した

生存戦略を明らかにすることを目的として研究を進めている｡本研究では､オオ

クワガタ由来の抗カビ物質産生細菌ならびに抗カビ関連遺伝子の探索を行った｡

【方法】オオクワガタ飼育環境において､産卵する朽木に青カビが自然繁殖する

状態を整えた｡交尾済みの雌を放ち､10日後にカビが消失することを確認した｡

コントロールとして雌なしの朽木を用いた｡青カビの種類を調べるためにスペー

サー領域ITSlの塩基配列を決定した｡各朽木を滅菌水に懸濁した後､青カビを塗

抹 したサブロー寒天培地で共存培養 し､抗カビ活性を示す細菌を分離 した｡

RAPD-PCR法で細菌をグループ分けし､16SrRNAの塩基配列を決定した｡優占種

の細菌について次世代シーケンサーにより網羅的にゲノムDNA配列を調べた｡

【結果および考察】青カビのITSlは､Trichoderma属と71%の相同性を示した.

抗カビ活性を示す細菌は､Burkhorderia属やpantoea属と78-94%の相同性を示し､

雌なしの朽木の細菌叢とは全く異なっていた｡優占種の細菌のゲノムには､ポリ

ケチ ド合成､シリンゴマイシン合成､タナマイシン合成に関与する非リボソーム

ペプチ ド合成酵素やマイ トマイシン/ポリケチ ドフモニシン合成酵素､シデロフォ

ア合成酵素の遺伝子がコー ドされていた｡オオクワガタはこれらいずれかの抗カ

ビ物質を産生する細菌を体外に排出することで､生存戦略を図っている可能性が

示された｡


